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1997 年から 2007 年までの 11 年間を対象に SPI・SPI2（SyntheticPersonalityInventory
株式会社リクルートマネージメントソリューションズ）のデータを用いて計 68 万人以上
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田・新井（2002）は 1995 年度から 2000 年度までの 6 年間に渡り，新入生計 407 名に YG
テストを実施して入学年度別の集団特性を比較した。その結果，2000 年度の入学生がそ
れ以前の学生と比較して抑うつ性をあらわす D 因子，気分の変化をあらわす C 因子，主
観性をあらわす O 因子が高いことが示された。
　また中村（2003）は，千葉商科大学における新入生の性格傾向の変化を，1986 年，
1994 年，2002 年と年代を追って，計 4,666 人に対して YG 性格テストにより検討した。
その結果，学生の性格傾向は変化してきており，情緒不安定因子の得点が上昇し，主導性
と非内省性因子が減少する傾向がみられたことを報告している。













因子 因子名 因子の性質 低得点 高得点
D 抑うつ性 陰気，悲観的気分，罪悪感の強い性質 抑うつ性小 抑うつ性大
C 気分の変化 著しい気分の変化，驚きやすい性格 気分の変化小 気分の変化大
I 劣等感 自信の欠乏，自己過小評価，不適応感が強い 劣等感小 劣等感大
N 神経質さ 心配性，神経質，ノイローゼ気味 神経質でない 神経質
O 主観性 空想的，過敏性，主観性 客観的 主観的
Co 協調性 不満が多い，人を信用しない性質 協調的 非協調的
Ag 攻撃性 攻撃的，社会的活動性，強すぎると社会的不適応 攻撃的でない 攻撃的
G 活動性 活発な性質，身体を動かすことが好き 非活動的 活動的
R のんきさ 気軽な，のんきな，活発，衝動的な性質 のんきでない のんき
T 思考的外向性 非熟慮的，反省しない 思考的内向 思考的外向
A 支配性 社会的指導性，リーダーシップのある性質 服従的 支配性大
S 社会的外向性 対人的に外向的，社交的，社会的接触を好む傾向 社会的内向 社会的外向
八木（1989）の表を筆者により一部改変
―96―
千葉商大紀要　第 58 巻　第 2号（2020 年 11 月）
〔方法〕
調査実施大学と調査対象者
　この調査には，1986 年度，2002 年度，2018 年度における，千葉商科大学商経学部 1 年
生の，計 2,390 人の資料が用いられた（Table2）。
　1986 年 度 受 検 者 は， 平 均 年 齢 18.5 歳（SD=0.69），2002 年 度 は， 平 均 年 齢 18.4 歳
（SD=0.91），2018 年度は，平均年齢 18.4 歳（SD=0.49），全体で平均年齢 18.4 歳（SD=0.77）
であった。また，1986 年度は新入生が YG 性格検査を受検するのが必須であったため入
学者のほとんどが受検している。しかし，その後 YG 性格検査の受検が必須でなくなった
ため 2002 年度と 2018 年度は，一般教育科目である心理学の受講者を対象に YG 性格検査
を実施したため，受検率が低くなっている。
　また分析対象者は，1986 年，2002 年，2018 年の新入生に限定したが，これは大学が 4
年で 1 サイクルであることを考慮したため，16 年間隔になっている。
調査内容
　性格検査：YG（矢田部・ギルフォード）性格検査の一般用（日本心理テスト研究所株






ション期間中に性格検査を集団実施した。また，2002 年度と 2018 年度では一般教育科目
の心理学の授業内に性格検査を集団実施した。ただし受検は任意とし，回答を拒否したり
Table 2　各年代別人数
























































































一方，I 得点（劣等感）は 1986 年から 2002 年にかけては得点が増加したが，2002 年から
2018 年にかけては有意な変化は見られなかった。また，G（活動性），T（思考的外向性），
S（社会的外向性）の得点は，1986 年から 2002 年にかけては減少したものの，2002 年か
ら 2018 年にかけては有意な変化は見られなかった。R 得点（衝動性）に関しては，1986
年から 2002 年にかけては有意な変化が見られなかったが，1986 年から 2018 年にかけて
は有意に値が減少した。ただし Figure1 に見られるように，有意ではなかったものの，










Table 4　各年度における YG 性格検査の因子の得点
因子 1986 年度 2002 年度 2018 年度 F 多重比較
D（抑うつ性） 8.6（5.80） 10.6（5.58） 11.8（5.83） 45.7*** ‘86<’02<’18
C（気分の変化） 9.2（4.81） 9.8（4.56） 10.7（4.94） 10.6*** ‘86<’02<’18
I（劣等感） 8.7（5.21） 10.3（5.25） 10.8（5.56） 30.6*** ‘86<’02,’18
N（神経質さ） 9.3（5.07） 10.7（4.81） 11.9（4.75） 34.3*** ‘86<’02<’18
O（主観性） 8.0（4.18） 9.8（4.09） 10.8（4.44） 72.6*** ‘86<’02<’18
Co（協調性） 7.5（3.82） 8.9（4.07） 10.0（4.21） 52.3*** ‘86<’02<’18
Ag（攻撃性） 10.6（3.90） 9.9（4.14） 9.2（4.37） 15.8*** ’86>’02>’18
G（活動性） 11.3（4.27） 10.5（4.68） 10.2（4.31） 11.4*** ’86>’02,’18
R（のんきさ） 12.1（4.17） 11.7（4.38） 11.3（4.52） 3.58* ’86>’18
T（思考的外向） 10.1（4.36） 8.8（4.30） 8.3（4.50） 32.3*** ’86>’02,’18
A（支配性） 10.3（4.57） 9.7（4.65） 8.7（4.37） 12.9*** ’86>’02>’18
S（社会的外向） 13.2（4.83） 11.1（5.27） 10.6（5.56） 51.9*** ’86>’02,’18
*p<.05　**p<.01　***p<.001，カッコ内は標準偏差
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　山本・清水（2010）によると，YG 性格検査の D，C，I，N，O，Co 因子は性格の 5 因
子説（柏木，1997）における情動性と関連が深く，Ag，G，R，A，S 因子は外向性因子と






Figure 1　各年度における YG 性格検査の因子の得点
Table 5　各年度における YG 性格検査の因子の得点
因子 1986 年度 2002 年度 2018 年度 F 多重比較
情緒不安定性 51.3（24.0） 60.0（22.2） 65.9（24.9） 55.7*** ‘86<’02<’18
主導性 45.4（13.9） 41.2（14.3） 38.6（14.4） 34.0*** ‘86>’02>’18










　YG 性格検査では性格の 12 の因子の得点パターンから，最終的に A 類，B 類，C 類，
D 類，E 類の 5 つの性格類型に分類する。そのため，この性格類型の出現割合を年度別に
χ2 検定を用いて検討した。その結果，性格類型の割合が年度によって有意な差が認めら
れた（χ2（8）＝117.6,p<.001）。残差分析の結果，B 類や E 類は増加しているが，D 類が










1986 年度 2002 年度 2018 年度 合計
A 類 度数 303 180 35 518
％ 21.1％ 23.7％ 17.9％ 21.7％
調整済残差 －0.8 1.6 －1.4
B 類 度数 296 178 55 529
％ 20.6％ 23.4％ 28.1％ 22.1％
調整済残差 －2.2 1 2.1
C 類 度数 136 87 26 249
％ 9.5％ 11.4％ 13.3％ 10.4％
調整済残差 －1.8 1.1 1.4
D 類 度数 532 162 25 719
％ 37.1％ 21.3％ 12.8％ 30.1％
調整済み残差 9.2 －6.4 －5.5
E 類 度数 167 153 55 375
％ 11.6％ 20.1％ 28.1％ 15.7％
調整済み残差 －6.7 4.1 5.0
合計 度数 1434 760 196 2390
％ 100％ 100％ 100％ 100％
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外向性については，直近の 16 年間（2002 年から 2018 年）には大きな変化は見られなかっ































2018 年の調査対象者数は 1986 年と比較して 13％，2002 年と比較して 26％と少ない。そ
のため本来の母集団の差が有意差に至らなかった可能性がある。また第 3 点としては，サ
ンプリングの問題も考えられる。1986 年度は入学者全体に対して YG 性格検査が行われ






2002 年にかけては減少したものの，2002 年から 2018 年にかけては有意な変化は見られな
かった。これらの因子はどれも外向性と関係するが，1986 年から 2002 年にかけては大き
く減少しているもののそれ以後の下げ幅は少ない。これはこの年代の若者全体の変化では
なく日本全体の大学進学率が上昇したことも関係がある可能性がある。1986 年では大学







2001 年から 2011 年にかけて関西の日本人大学生 2,026 名に対して YG 性格検査を行った




　本研究では，千葉商科大学の新入生の性格傾向の変化を調べるため 16 年ごとに YG 性
格検査を実施することによって，近年になるほど情緒が不安定になりやすい傾向，および
主体性が低下している傾向がみられることを示した。しかし，このことは必ずしもネガティ
Table 7　松田ら（2019）の調査における YG 性格検査 12 因子の平均得点（上段）と標準偏差（下段）
D C I N O Co Ag G R T A S
男性 11.5 10.0 9.9 11.7 10.4 9.6 10.6 10.2 11.8 8.1 9.2 10.7
5.5 4.3 5.0 4.7 3.9 4.2 4.1 4.6 4.5 4.4 4.8 5.2
女性 13.0 11.1 10.6 11.8 11.3 8.0 10.5 9.9 12.0 8.7 10.1 12.3
5.2 4.4 6.1 4.8 3.6 4.0 4.0 4.5 4.5 4.4 4.9 5.3
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維持することにプラスに働いていることが考えられる。また，O 因子や Co 因子が高いこ
とは対人不信感が強いことをあらわすが，現代のネット社会では安易に人を信用しないよ
うにすることが大切になってきていると考えられるため，このことも現代の社会情勢を鑑
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査の方法として，1986 年度，2002 年度，2018 年度それぞれにおいて，千葉商科大学商経
学部 1 年生の計 2,390 人に対し，YG（矢田部・ギルフォード）性格検査の一般用に対し
て回答を求めて，年代による性格傾向の差の分析を行った。
　調査の結果，1986 年，2002 年，2018 年と最近になるにつれて一貫して，敏感で情緒が
不安定になりやすい方向，およびおとなしくて消極的な方向に学生の性格が変化している
ことが確認された。しかし，このような変化は必ずしもネガティブな側面を表しているわ
けではなく，現代社会に対して適応的な側面を持つと考えられる。今後教育していくうえ
で，学生の性格傾向がこのように変化していることを認識し，その変化を単にネガティブ
な面から捉えず，学生の変化に沿ったやり方で教育や支援をしていくことが重要と考えら
れる。
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